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中学生が宇土市議会にやってきた！
　6月 30日（月）に宇土市内の 3つの中学校（鶴城中・住吉中・網田中）の生徒会役員 6名が市議会を訪れ、
議会広報委員会の議員との意見交換を行いました。
　生徒会活動のこと、政治への思い、市の未来について…中学生らしい視点と議員の経験が交差する、熱
のこもった 1時間半となりました。ここでは、その一部をご紹介します！

●
鶴
城
中
「
立
候
補
者
に
よ
る
演
説
と
選
挙
で
決
め

て
い
ま
す
。」

●
住
吉
中
「
全
校
生
徒
の
前
で
演
説
し
ま
す
。
自
分

で
輪
を
広
げ
て
投
票
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。」

●
網
田
中
「
２
、３
週
間
く
ら
い
活
動
し
ま
す
。

挨
拶
運
動
と
か
も
し
て
い
ま
す
。
投
票
率
は

１
０
０
％
で
す
。」

議
員
の
声
「
ど
こ
も
選
挙
で
の
決
定
な
ん
で
す

ね
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
本
格
的
！
政
治
の
縮
図

で
す
ね
。
自
ら
の
意
思
で
の
立
候
補
と
の
こ
と
で

志
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。」

●
鶴
城
中
「
今
ま
で
の
鶴
城
中
学
校
で
一
番
と
言
わ

れ
る
学
校
を
目
指
し
て
、
行
事
だ
け
頑
張
る
の
で

は
な
く
、
挨
拶
な
ど
日
々
の
日
常
か
ら
頑
張
れ
る

学
校
」

●
住
吉
中
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
苦

手
な
こ
と
で
も
、
み
ん
な
が
何
で
も
挑
戦
で
き
る

学
校
」

●
網
田
中
「
メ
リ
ハ
リ
が
つ
い
て
い
て
、
自
主
性
が

あ
る
学
校
」

議
員
の
声
「
ど
れ
も
宇
土
の
未
来
を

つ
く
る
土
台
に
な
る
考
え
方
だ
と
思

い
ま
す
。」

Ｑ
１　

生
徒
会
は
ど
う
や
っ
て
決
め

Ｑ
１　

生
徒
会
は
ど
う
や
っ
て
決
め

て
い
る
の
？

て
い
る
の
？

Ｑ
２　

ど
ん
な
学
校
を
目
指
し
て

Ｑ
２　

ど
ん
な
学
校
を
目
指
し
て

い
る
？

い
る
？

鶴城中生徒会議長
中尾 心 さん

鶴城中生徒会総務
杉野 衣吹 さん

住吉中生徒会長
古庄 洸暉 さん

住吉中生徒会副会長
髙木 太尊 さん

網田中生徒会長
北里 日依 さん

網田中生徒会副会長
坂木 虹介 さん
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●
網
田
中
「
政
治
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す

が
、『
う
と
の
タ
カ
ラ
塾
』
と
い
う
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
市
の
取
組
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
市
議
会

の
こ
と
を
知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」

●
住
吉
中
「
値
上
が
り
し
て
い
た
米
の
値
段
が
下
が
っ
た

の
で
、
政
治
家
が
頑
張
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。」

●
鶴
城
中
「
世
の
中
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

政
治
が
自
分
た
ち
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る

何
か
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。」

●
住
吉
中
「
観
光
客
が
増
え
て
に
ぎ
や
か
な
ま
ち
に
な
っ

て
ほ
し
い
。」「
ゴ
ミ
拾
い
で
き
れ
い
な
場
所
に
し
た
い
。」

●
鶴
城
中
「
地
蔵
ま
つ
り
の
後
、ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
。

宇
土
市
の
行
事
を
地
域
の
方
々
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
。」

●
網
田
中
「
観
光
す
る
人
が
不
便
そ
う
な
の
で
交
通
の
便

が
よ
く
な
っ
て
ほ
し
い
。」「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
な
ど

自
分
た
ち
で
で
き
る
環
境
整
備
を
や
り
た
い
。」

議
員
の
声「
通
学
路
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
、是
非
や
っ

て
く
だ
さ
い
。」

議
員
「
地
域
の
行
事
や
相
談
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
時
に
は
道
端

で
も
声
を
聴
き
ま
す
。」

議
員
「
議
会
で
は
市
長
等
へ
の
質
問
を
通
し
て
声
を
届

け
て
い
ま
す
。」

議
員
「
市
民
の
感
覚
を
忘
れ
ず
に
話
を
聴
い
て
い
ま

す
。」

議
員
「
自
分
の
便
り
（
広
報
紙
）
を
発
行
し
て
い
る
の

で
、
そ
こ
に
連
絡
先
を
書
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。」

議
員
「
と
に
か
く
お
話
を
聞
い
て
、
聞
き
っ
ぱ
な
し
、

言
い
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」

議
員
「
正
解
が
な
い
こ
と
へ
の
責
任
の
重
さ
で
す
。」

議
員
「
感
情
で
は
な
く
、
市
全
体
の
こ
と
を
考
え
て
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」

議
員
「
選
挙
が
大
変
で
す
。
議
員
で
あ
る
４
年
間
の
活

動
を
い
か
に
評
価
さ
れ
る
か
。」

議
員
「
物
事
を
決
め
る
と
き
の
多
様
な
意
見
の
集
約
が

難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

Ｑ
３　

政
治
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ

Ｑ
３　

政
治
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ

は
？
は
？

●
住
吉
中
「
あ
じ
さ
い
が
と
て
も
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で

す
。」「
長
部
田
海
床
路
と
ジ
ン
ベ
エ
像
」

●
網
田
中
「
地
域
の
人
が
『
お
か
え
り
』
と
い
っ
て
く
れ

る
と
こ
ろ
。
周
り
に
も
広
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」「
菜

の
花
が
田
ん
ぼ
の
周
り
に
咲
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
好

き
。」

●
鶴
城
中
「
登
下
校
中
の
見
守
り
が
あ
り
が
た
い
で
す
。」

「
大
太
鼓
収
蔵
館
や
轟
水
源
が
宇
土
市
の
歴
史
が
感
じ

ら
れ
る
い
い
場
所
と
思
い
ま
す
。」

議
員
の
声
「
地
域
の
力
で
景
観
が
守
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
ね
。」「
自
然
と
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
こ

と
が
出
て
き
て
素
敵
で
す
ね
。」

Ｑ
５　

宇
土
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

Ｑ
５　

宇
土
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

Ｑ
１　

市
民
の
声
っ
て
ど
う
や
っ
て
聴
い

て
い
る
ん
で
す
か
？
ど
ん
な
目
線

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？

Ｑ
２　

議
員
の
大
変
な
と
こ
ろ
は
？

Ｑ
４　

ど
ん
な
宇
土
市
に
な
っ
て
ほ
し

Ｑ
４　

ど
ん
な
宇
土
市
に
な
っ
て
ほ
し

い
？
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

い
？
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

は
？
は
？

逆質問！
続いて生徒から
議員へ気になる
疑問を聞いて
みました
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・
今
日
の
や
り
取
り
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
考
え
る
力
と

真
剣
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

・
政
治
や
議
会
は
遠
い
も
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
つ
な
が
る
も
の
。
こ
れ
か
ら
も〝
市
民
の
声
〞の
中
に

若
い
皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

・
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
人
や
場
所
と
か
、
そ
う
い
う

も
の
を
よ
く
見
て
い
る
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

・
初
め
て
の
取
組
で
し
た
が
、
学
校
の
先
生
、
ま
た
生
徒

み
ん
な
の
反
応
も
良
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
回
集

ま
っ
て
く
れ
た
生
徒
会
代
表
者
の
生
徒
同
士
で
も
別
の

機
会
で
集
ま
っ
て
意
見
交
換
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
宇
土
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
の
機
会
を
取
り
入
れ
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

・
見
学
さ
れ
た
先
生
か
ら
も
好
評
で
良
か
っ
た
で
す
。

・
今
回
の
経
験
で
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

・
こ
れ
を
機
に
中
学
校
同
士
で
何
か
や
っ
て
み
た
い
で

す
。

・
政
治
に
興
味
が
持
て
ま
し
た
。

議
員
「
今
、
網
田
地
区
や
網
津
地
区
で
工
事
が
進
ん
で

い
る
の
を
見
る
機
会
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
議
会
の

中
で
は
、
高
規
格
道
路
に
つ
い
て
特
別
委
員
会
を
設
け

て
い
て
、
そ
の
中
で
い
つ
頃
の
完
成
か
を
市
の
担
当
課

に
聴
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
明
確
な
答
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
国
会
で
審
議
さ
れ
る
国
の
予
算
配
分

に
よ
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
で
、
し
っ
か
り
予
算
が
つ
く
よ
う
市
議
会
も
国
に

対
し
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。」

　

※
こ
の
ほ
か
、
議
員
報
酬
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
３　

高
規
格
道
路
は
い
つ
で
き
ま
す

か
？

参
加
し
た
議
員
の
声

参
加
し
た
議
員
の
声

参
加
し
た
生
徒
の
声

議会の役割
　

生
徒
会
役
員
も
選
挙
で
選
ぶ
よ
う
に
、
地
方
自
治
体
で
は
、
議

員
と
首
長
（
市
長
）
を
と
も
に
直
接
選
挙
で
選
び
ま
す
。
選
挙
で

選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
る
議
会
と
、
同
じ
く
選
挙
で
選
ば
れ

た
首
長
が
相
互
に
け
ん
制
・
協
力
し
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
、「
二
元
代
表
制
」
と
い
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
議
会
を
傍
聴
し
、
地
域
の
課
題
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

宇土市長

市民

宇土市議会

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

住
民
の
声
を
聴
く

予算案・条例案などの提出

予算・条例などの議決

選
挙

選
挙
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　6月定例会を6月16日から7月1日まで、16日間の会期で開催しました。
　市長提出議案として、宇土市債権管理条例の制定など条例関係6件、予算関係5件、人事案件1件、専決処
分の報告及び承認5件、その他２件が上程され、いずれも原案のとおり決定しました。
　議案の主な内容は下記のとおりです。なお、各委員会での審査内容は、12～14ページに、議決結果は15
ページに記載しています。

令和７年　６月定例会  

条　
　

例

◆
宇
土
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

指
定
管
理
候
補
者
の
選
定
の
特
例
に
関
す
る
規

定
を
見
直
す
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
老
朽
化
等
に
よ
る
施
設
の
在
り
方
を
検
討
す
る

公
の
施
設
に
つ
い
て
、
公
募
に
よ
ら
ず
特
例
で

現
在
の
指
定
管
理
者
を
選
定
で
き
る
規
定
を
追

加
【
施
行
日
】　

公
布
の
日

◆
宇
土
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
。

【
主
な
内
容
】

１　

市
民
税
関
係

・
公
示
送
達
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

用
い
る
方
法
の
規
定
の
整
備

・
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設
に
伴
う
規
定
の

整
備

２　

た
ば
こ
税
関
係

・
加
熱
式
た
ば
こ
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
の

新
設

【
施
行
日
】

　

令
和
８
年
１
月
１
日
ほ
か

◆
宇
土
市
債
権
管
理
条
例

　

債
権
管
理
に
係
る
市
の
統
一
基
準
を
定
め
、
債

権
管
理
の
一
層
の
適
正
化
及
び
未
収
金
対
策
強
化

を
図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

１　

市
の
債
権
の
分
類

・
強
制
徴
収
公
債
権　

地
方
税
法
等
の
法
令
に

基
づ
き
滞
納
処
分
が
可
能
な
債
権

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等

・
私
債
権
等　

強
制
徴
収
公
債
権
以
外
の
債
権

　

市
営
住
宅
使
用
料
、
上
水
道
使
用
料
等

２　

債
権
管
理
の
基
本
方
針

・
台
帳
整
備
や
滞
納
者
情
報
の
収
集
、
督
促
に

つ
い
て
規
定

・
強
制
徴
収
公
債
権
の
滞
納
処
分
等
に
つ
い
て

規
定

・
私
債
権
等
の
強
制
執
行
等
及
び
放
棄
に
つ
い

て
規
定

３　

次
の
４
つ
の
条
例
の
債
権
の
放
棄
に
関
す
る

規
定
の
削
除

⑴　

宇
土
市
営
住
宅
条
例

⑵　

宇
土
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例

⑶　

宇
土
市
営
単
独
住
宅
条
例

⑷　

宇
土
市
水
道
事
業
給
水
条
例

【
施
行
日
】　

公
布
の
日

◆
宇
土
市
健
康
福
祉
館
条
例
の
一
部
改
正

　

宇
土
市
健
康
福
祉
館（
あ
じ
さ
い
の
湯
）の
入
館

料
を
見
直
し
、
円
滑
な
施
設
運
営
を
図
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
入
館
料
の
見
直
し

大
人（
中
学
生
以
上
）市
内
居
住
者

　

３
０
０
円
↓
４
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

他
市
町
村
居
住
者

４
０
０
円
↓
５
０
０
円

子
供（
小
学
生
以
下
）市
内
居
住
者

　

２
０
０
円
↓
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

他
市
町
村
居
住
者

３
０
０
円（
変
更
な
し
）

【
施
行
日
】　

令
和
８
年
１
月
１
日

予　
　

算

◆
令
和
７
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
１
８
万
３
千
円
増
額

し
、
総
額
を
44
億
７
、
４
８
６
万
１
千
円
と
す
る
。

主
な
も
の
は
、
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の
増
額
補

正
人　
　

事

◆
宇
土
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任（
任
期
３
年
）

　

岡
﨑　

浩
信
さ
ん　
（
再
任
）

そ
の
他

◆
財
産
の
取
得

　

予
定
価
格
２
、
０
０
０
万
円
以
上
の
財
産
を
取

得
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
３
条

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
取
得
す
る
財
産
】

児
童
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末（
３
、
３
６
８

台
）

【
取
得
の
方
法
】

　
　

随
意
契
約

【
取
得
価
格
】

１
億
７
、
１
４
２
万
８
、
４
０
０
円（
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。）

【
契
約
の
相
手
方
】

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
大
名
二
丁
目
９
番
27
号

　

株
式
会
社
内
田
洋
行　

九
州
支
店

　
　
　
　
　

支
店
長　

坂
口　

秀
雄

5 令和７年８月１日



◆令和７年度宇土市一般会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ3億5,524万7千円を増額し、総額を233億3,524万7千円とする。 【単位：千円】

費　目
（歳出概要） 補正額 補正額の財源内訳 歳出の主なもの

（　）内は補正額特定財源 一般財源
議 会 費 1,969 1,969 議会 一般経費（1,969）　※議場傍聴席隔て壁設置工事
総 務 費 14,721 6,872 7,849 地域おこし協力隊事業〔地域公共交通支援員〕（3,773）

民 生 費 142,297 28,794 113,503
不足額給付金支給事業（107,450）※令和６年度の定
額減税実施に伴う給付額不足対象者への追加支給
地域介護・福祉空間整備等事業（15,430）

衛 生 費 18,608 3,365 15,243 高齢者予防接種事業（13,743）
農林水産業費 9,338 7,464 1,874 果樹園芸振興 一般経費（6,905）
商 工 費 7,743 5,871 1,872 外国人観光客誘客強化事業（7,743）
土 木 費 42,563 37,668 4,895 走潟地区かわまちづくり事業〔都市整備課分〕（38,137）
消 防 費 11,914 11,400 514 防火水槽整備事業（495）

教 育 費 106,094 69,190 36,904 船場川調整池周回コース整備事業（70,195）、多目的
市民交流施設整備事業〔生涯活動推進課分〕（12,186）

合　　計 355,247 172,593 182,654

令和７年６月宇土市議会定例会　一般質問一覧表
【一般質問】
発言順 氏　　名 質問事項（大項目） 掲載ページ

１ 今 中 真之助
⑴　新型コロナウイルスについて
⑵　ふるさと宇土応援寄附金について
⑶　ライドシェアについて
⑷　本市の労働力確保と就労の機会の創出について

７

２ 樫 﨑　政 治 ⑴　地域防災計画における避難体制と避難所整備について ７

３ 中 口　俊 宏 ⑴　宇土地区の再開発について
⑵　宇土地区の地域資源を活用した活性化対策について ８

４ 藤 井　慶 峰 ⑴　市民と職員の人権学習について ８

５ 福 田　慧 一

⑴　住宅用火災警報器について
⑵　熱中症対策について
⑶　マイナ保険証について
⑷　介護事業所・施設での職員不足問題について
⑸　職員の早期退職問題について

９

６ 土 黒　功 司
⑴　各種団体への支援の現状と、持続可能な運営体制の構築について
⑵　職員の離職傾向と人材定着に向けた取組の現状と今後の方向性について
⑶　「走潟地区かわまちづくり」事業の進捗と市民参加、及び都市整備
計画における本事業の位置づけについて

９

７ 杉 本　　 寛 ⑴　交通渋滞の緩和に向けて
⑵　本市における職員の人材育成について 10

８ 中 野　洋 一

⑴　令和６年度熊本県公立学校「心のアンケート～楽しい学校生活を
おくるために」の結果について

⑵　グローバル化する社会を生き抜く英語教育の充実について
⑶　移住・定住促進について
⑷　搾乳できる環境づくりについて
⑸　改正戸籍法による戸籍への振り仮名の届出に関連する詐欺に対する注意喚起について
⑹　防災カタログギフト導入による自助意識向上と実効性確保について

10

９ 佐 美 三　洋
⑴　島山にある戸口町共有墓地について
⑵　現在行っている島山の干潟景勝地整備に関連する事業について
⑶　戸口町共有墓地を今後活用するための法的事務手続について
⑷　島山の新たな地域資源としての有効利用・活用策について

11

※上記質問事項については、一部記事として掲載されない場合もあります。
※上記ＱＲコードから、定例会の録画映像を視聴できます。

6うと市議会だより　第90号



一 質般 問

問  

花
園
地
区
の
避
難
所
が

東
側
に
偏
っ
て
お
り
、
西
側

住
民
に
不
安
の
声
が
あ
る
。

西
側
へ
の
避
難
所
追
加
指
定

の
進
捗
は
。

答  

上
松
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
令
和
６
年
度
に

風
水
害
時
の
第
３
次
指
定
避

難
所
に
指
定
し
、
地
元
と
確

認
書
を
締
結
し
た
。

 

（
総
務
部
長
）

問  

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生

が
想
定
さ
れ
、
本
市
が
避
難

者
受
入
側
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
県
外
自
治
体
と
の
協

定
の
有
無
、
独
自
避
難
シ
ナ

リ
オ
策
定
の
状
況
は
。

答  

九
州
地
方
知
事
会
に
て

九
州
・
山
口
９
県
災
害
時
応

援
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い

る
。
現
時
点
で
市
と
し
て
、

大
規
模
広
域
災
害
に
特
化
し

た
独
自
避
難
シ
ナ
リ
オ
は
未

策
定
だ
が
、
必
要
に
応
じ
て

今
後
の
計
画
見
直
し
等
を
検

討
し
て
い
く
。（
総
務
部
長
）

要
望  

想
定
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
想
定
を
超
え
た
備
え

を
市
民
と
共
有
す
る
計
画
づ

く
り
を
強
く
願
う
。

問  

福
祉
避
難
所
の
整
備
状

況
・
課
題
は
。

答  

市
は
６
施
設
を
福
祉
避

難
所
と
し
て
指
定
し
、
地
域

防
災
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
開
設
・
運
営
し
て
い

る
。
課
題
と
し
て
は
専
門
職

の
従
事
者
や
物
資
の
確
保
、

協
定
締
結
し
た
民
間
の
福
祉

避
難
所
の
受
入
体
制
等
が
あ

り
、
今
後
も
民
間
施
設
と
の

協
定
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。（
健
康
福
祉
部
長
）

要
望  

災
害
時
は
施
設
未
契

約
の
要
介
護
者
も
避
難
す

る
。
介
護
人
材
の
応
援
体
制

づ
く
り
や
安
全
な
簡
易
ベ
ッ

ド
導
入
等
、
現
場
に
即
し
た

備
え
の
強
化
を
。

避
難
所
偏
在
と
対
策

広
域
避
難
体
制

福
祉
避
難
所

問  

御
輿
来
海
岸
、
長
部
田

海
床
路
、住
吉
自
然
公
園（
ア

ジ
サ
イ
公
園
）な
ど
魅
力
あ

る
観
光
資
源
が
存
在
し
、
宇

土
マ
リ
ー
ナ
や
つ
つ
じ
ヶ
丘

公
園
で
は
多
く
の
人
を
呼
び

込
む
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て

い
る
が
宇
土
駅
や
最
寄
り
の

駅
か
ら
の「
二
次
交
通
」の
確

保
は
十
分
と
は
言
い
難
い
。

市
の
現
状
認
識
は
。

答  

本
市
の
公
共
交
通
は
地

域
住
民
が
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
あ
る
た
め
、
観
光
向
け

に
は
十
分
と
は
言
え
な
い
状

況
で
あ
る
。

 

（
企
画
財
政
部
長
）

問  

現
在
市
が
運
行
し
て
い

る「
行
長
し
ゃ
ん
号
」、「
の

ん
な
っ
せ
」や「
の
り

の
り
号
」で
は
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
移
動
困

難
者
が
市
内
に
は
存

在
す
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
も
労
働
力
不
足
と

聞
く
。
補
う
も
の
と
し

て
移
動
困
難
者
支
援

や
地
域
活
性
化
の
た

め
の
モ
デ
ル
地
区
の

設
定
を
し
て
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
社
会
実
験

か
ら
始
め
て
は
ど
う

か
。市
の
方
針
を
伺
う
。

答  

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
お

い
て
は
運
転
手
の
確
保
や
高

齢
化
と
い
う
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
現
在
の
運
行
体
制
を

い
つ
ま
で
維
持
で
き
る
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
を

解
決
す
る
手
段
の
一
つ
と
し

て
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
支

援
補
助
金
を
交
付
す
る
た
め

の
予
算
を
上
程
し
た
。
ま

た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
地
域

公
共
交
通
を
維
持
す
る
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
モ
デ
ル
地
区
に
お
け

る
実
証
実
験
も
含
め
宇
土
市

地
域
公
共
交
通
会
議
等
に
お

い
て
協
議
を
し
て
い
く
。

 

（
市
長
）

ライドシェア導入を！　まずは協議を始める

宇土市政研「志」　今中 真之助　議員

本市の避難体制と避難所整備

無所属　樫﨑 政治　議員

佐賀県武雄市で取り組む共助版ライドシェア

避難所指定された上松山コミュニティセンター

7 令和７年８月１日



一 質般 問

問  

旧
高
月
邸
の
今
後
の
利

活
用
対
策
に
つ
い
て
質
問
す

る
。

答  

旧
高
月
邸
の
歴
史
的
価

値
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
令
和
５
年
度

に
邸
内
の
体
験
発
掘
、
令
和

６
年
度
に
児
童
セ
ン
タ
ー
主

催
の
お
茶
会
を
開
催
し
た
。

今
後
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
、
歴
史
講
座
の
開
催
の

ほ
か
、
学
校
現
場
に
お
け
る

郷
土
史
学
習
の
教
材
と
し

て
、
出
前
授
業
等
で
旧
高
月

邸
を
見
学
・
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
学
校
に
働
き

か
け
る
。
旧
高
月
邸
の
入
館

者
や
利
用
者
を
増
や
す
取
組

を
進
め
、
誰
も
が
気
軽
に
訪

れ
利
用
で
き
る
施
設

を
目
指
す
。

 

（
教
育
長
）

問  

轟
泉
水
道
の
今

後
の
利
活
用
対
策
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

答  

市
指
定
文
化
財

で
あ
る
轟
泉
水
道
は

国
内
現
役
最
古
の
上

水
道
で
全
国
的
に
知

ら
れ
て
お
り
、
現
在

約
60
戸
の
利
用
者
で

構
成
さ
れ
る
轟
泉
簡

易
水
道
組
合
に
よ
っ

て
維
持
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
。

市
で
は
、
平
成
31
年
に
設
置

し
た
、
轟
泉
水
道
及
び
旧
高

月
邸
保
存
活
用
検
討
委
員
会

を
毎
年
開
催
し
、
轟
泉
水
道

の
国
の
文
化
財
指
定
や
適
切

な
保
存
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
近
年
、
老
朽
箇
所
の

増
加
と
修
繕
費
用
が
か
さ
ん

で
お
り
、
国
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
れ
ば
、
補
修
工
事
等

の
補
助
金
支
出
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

指
定
に
向
け
て
取
り
組
む
。

 

（
教
育
長
・
教
育
部
長
）

要
望  

船
場
川
調
整
池
周
回

コ
ー
ス
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
早
期
整
備
を
引
き
続
き

要
望
す
る
。

宇土地区の地域資源を活用した活性化対策

無所属　中口 俊宏　議員

問  

偏
見
や
差
別
は
、
間

違
っ
た
情
報
に
よ
る
間
違
っ

た
認
識
に
よ
っ
て
起
き
る
。

　

宇
城
市
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に

水
俣
病
と
ハ
ン
セ
ン
病
を
感

染
症
と
誤
記
載
し
た
こ
と

と
、
民
間
の
塾
運
営
会
社
が

水
俣
病
は
遺
伝
す
る
と
の
教

材
へ
の
誤
っ
た
記
述
に
つ
い

て
感
想
は
。

答  

行
政
と
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、
深

く
受
け
止
め
て
お
り
、
当
事

者
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
い

わ
れ
な
き
差
別
や
偏
見
を
助

長
し
か
ね
な
い
非
常
に
深
刻

な
問
題
と
考
え
る
。

 

（
教
育
長
）

問  

市
民
に
対
す
る
人
権

学
習
へ
の
取
組
は
。

答  

広
報
や
各
種
講
座
、

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
に

よ
る
啓
発
、
当
事
者
の
声

を
伝
え
る
人
権
講
話
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

定
例
園
長
校
長
会
に
お
い

て
も
、
誤
っ
た
情
報
発
信

が
差
別
や
偏
見
を
助
長
し

か
ね
な
い
こ
と
を
再
認
識

し
て
も
ら
い
、
児
童
生
徒

に
対
す
る
人
権
学
習
を
更

に
深
め
る
よ
う
伝
え
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
保
護
者
へ

の
人
権
啓
発
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。

 

（
教
育
長
）

問  

職
員
の
人
権
研
修
へ
の

取
組
は
。

答  

新
規
採
用
職
員
や
全
職

員
を
対
象
に
毎
年
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
今

回
の
問
題
を
受
け
、
全
職
員

を
対
象
と
し
、
特
に
、
水
俣

病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と

理
解
を
深
め
る
内
容
を
盛
り

込
む
予
定
と
し
て
い
る
。
職

員
が
い
か
に
自
ら
の
問
題
と

し
て
捉
え
る
か
が
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
今

後
も
人
権
意
識
の
定
着
と
高

揚
に
努
め
て
い
く
。（
市
長
）

市民と職員に対する人権学習について

無所属　藤井 慶峰　議員

宇土市門内町「旧高月邸」

人権が尊重される社会を目指して
（抜粋）

8うと市議会だより　第90号



一 質般 問

問  

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
か

ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
更

新
の
時
期
が
き
て
い
る
。
収

入
の
少
な
い
高
齢
者
世
帯
に

財
政
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答  

所
得
が
一
定
の
基
準
以

下
で
あ
り
、
災
害
時
に
自
力

で
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
が
お
ら
れ
る
高
齢
者
の

み
の
世
帯
に
対
し
て
、
火
災

警
報
器
購
入
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
異
常
が
発

生
し
た
際
に
音
と
光
で
屋
外

へ
知
ら
せ
る
機
能
を
有
し
た

警
報
器
を
設
置
し
た
場
合

に
、
3
万
円
を
上
限
に
購
入

費
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
、
制
度
の
利
用
か
ら
10
年

を
過
ぎ
た
場
合
に
は
、
取
替

の
申
請
も
可
能
で
あ
る
。

 

（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

職
員
の
早
期
退
職
者
が

増
え
て
い
る
。
職
員
が
少
な

く
業
務
量
が
増
え
て
い
る
所

に
問
題
が
あ
る
。
職
員
の
増

員
や
賃
金
の
改
善
な
ど
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答  

職
員
数
は
、
熊
本
地
震

や
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
で
増

員
し
て
き
た
。
令
和
３
年
度

と
比
較
し
特
に
子
育
て
分

野
、
土
木
技
術
職
な
ど
30
人

を
増
員
し
て
き
た
が
、
今
後

も
必
要
人
数
を
確
保
し
た

い
。
賃
金
は
国
家
公
務
員
に

準
じ
て
お
り
、
独
自
の
引
き

上
げ
な
ど
は
慎
重
に
判
断
し

た
い
。
悩
み
を
抱
え
込
ま
な

い
よ
う
な
体
制
も
継
続
し
な

が
ら
、
働
き
や
す
い
、
魅
力

あ
る
、
こ
こ
で
仕
事
を
続
け

た
い
と
思
わ
れ
る
組
織
と
な

る
よ
う
職
員
に
寄
り
添
っ
て

い
き
た
い
。 

（
市
長
）

収入の少ない高齢者世帯へ財政支援を

日本共産党　福田 慧一　議員

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置職
員
の
早
期
退
職
問
題

問  

昨
今
の
職
員
の
早
期
退

職
理
由
は
。

答  

他
自
治
体
・
民
間
企
業

へ
の
転
職
や
、
結
婚
を
契
機

と
す
る
県
外
へ
の
転
出
、
ま

た
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た

め
の
退
職
と
、
そ
の
理
由
は

様
々
で
あ
る
。
中
途
採
用
の

活
性
化
や
転
職
サ
ー
ビ
ス
の

普
及
な
ど
も
離
職
を
決
断
す

る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
分
析
し

て
い
る
。 

（
総
務
部
長
）

問  

現
状
を
踏
ま
え
、
人
材

定
着
に
向
け
、
人
事
評
価
制

度
の
見
直
し
等
の
方
針
は
。

答  

人
事
評
価
制
度
に

つ
い
て
は
、
抜
本
的

な
見
直
し
を
進
め
て

い
る
。
組
織
目
標
達
成

の
た
め
、
職
員
個
人
が

成
長
を
感
じ
ら
れ
る
こ

と
や
評
価
結
果
へ
の
納

得
感
を
重
視
し
て
い
き

た
い
。
平
成
29
年
度
に

策
定
し
た「
人
材
育
成

基
本
方
針
」に
つ
い
て

も
見
直
す
時
期
が
来
て

お
り
、
ゼ
ロ
か
ら
作
り

直
す
気
持
ち
で
取
り
組

む
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
職
員
の
平
均
年

齢
が
若
い
本
市
に
お
い
て

は
、
若
手
職
員
の
働
き
や
す

さ
や
や
り
が
い
の
あ
る
職
場

づ
く
り
が
非
常
に
大
事
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
や
考

え
方
を
柔
軟
に
見
直
す
職
場

風
土
が
求
め
ら
れ
る
。
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
が
、「
そ

う
な
ら
な
け
れ
ば
組
織
が
維

持
で
き
な
い
」と
の
強
い
意

志
を
も
っ
て
、
今
後
も
職
員

の
声
を
尊
重
し
た
組
織
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
。

 

（
市
長
）

要
望  

〝
人
〞を
大
切
に
す

る
、
持
続
可
能
な
組
織
づ
く

り
の
推
進
を
強
く
要
望
す

る
。

人を活かす組織へ

会派「風」　土黒 功司　議員

市
職
員
の
離
職
傾
向
と
人

材
定
着
に
向
け
た
取
組

住宅用火災警報器

直近５年間の退職者数の推移
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一 質般 問

問  

在
来
線
が
原
因
で
発
生

す
る
交
通
渋
滞
緩
和
に
向
け

た
取
組
及
び
今
後
は
。

答  

大
曲
踏
切
や
城
之
浦
踏

切
な
ど
の
主
要
踏
切
で
通

勤
・
通
学
時
の
渋
滞
が
発
生

し
て
い
る
。
大
曲
踏
切
で

は
、
関
係
機
関
と
各
種
信
号

機
の
設
置
や
左
折
専
用
道
路

新
設
等
を
協
議
し
た
が
、

安
全
確
保
が
困
難
な
こ
と
か

ら
事
業
化
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
城
之
浦
踏
切
付
近
で

は
、
宇
土
駅
に
通
じ
る
県
道

へ
の
右
折
車
と
、
反
対
車
線

で
は
本
町
６
丁
目
交
差
点
で

の
市
役
所
方
面
へ
の
右
折
車

の
存
在
が
渋
滞
要
因
と
な
っ

て
お
り
、
関
係
機
関
と
右
折

専
用
道
路
や
矢
印
信
号
機
の

導
入
を
協
議
し
て
い
く
。

 

（
市
民
環
境
部
長
）

提
言　

宇
土
駅
西
口
の
再

開
発
も
含
め
て
、

Ｊ
Ｒ
在
来
線
の
高

架
化
は
い
か
が

か
。

問  

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た

今
後
の
職
員
人
材
育
成
の
プ

ラ
ン
は
。

答  

優
秀
な
職
員
を
確
保

し
、
組
織
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
容
易
で
は
な
い
時
代

の
中
、
働
き
や
す
さ
と
や
り

が
い
を
重
視
し
、
夏
季
休
暇

の
拡
充
や
時
差
出
勤
、
通
年

軽
装
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
職
員
の
学
ぶ
意
欲
を

支
援
す
る
た
め
動
画
研
修
を

導
入
し
た
。
さ
ら
に
、
人
材

育
成
を
進
め
る
た
め
に
は
日

常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
不
可
欠
で
あ
り
、
日
頃

か
ら
風
通
し
の
良
い
職
場
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

他
自
治
体
の
事
例
や
職
員
の

意
見
も
参
考
に
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
を
目
指
す
。

 

（
市
長
）

宇土市の交通渋滞の現状について

宇土市政研「志」　杉本 寛　議員

交
通
渋
滞
緩
和

職
員
の
人
材
育
成

問  

い
じ
め
は
い
け
な
い
と

は
思
わ
な
い
と
回
答
し
た
約

20
％
の
子
ど
も
た
ち
が「
い

じ
め
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ

る
」と
認
識
す
る
た
め
に
、

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

答  

人
権
教
育
や
道
徳
の
授

業
の
充
実
、
対
話
活
動
や
体

験
活
動
の
推
進
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
活
用

を
通
じ
て「
い
じ
め
は
許
さ

れ
な
い
」と
い
う
意
識
を
高

め
る
取
組
を
進
め
る
。

 

（
教
育
部
長
）

要
望  

「
理
由
に
よ
っ
て
は
、

い
じ
め
は
悪
い
こ
と
だ
と
思

わ
な
い
」と
の
選
択
肢
の「
理

由
」を
聞
か
な
い
の
は「
い
じ

め
て
も
よ
い
」と
い
う
結
論

に
子
ど
も
が
至
っ
た
分
析
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
市
は
そ
の
点
を
踏
ま
え

た
取
組
、
対
応
を
。

問  

市
民
が
自
分
の
家
庭
の

状
況
に
応
じ
て
必
要
な
防
災

用
品
を
選
択
で
き
る
実
効
性

の
高
い
防
災
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
の
導
入
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。

答  

「
防
災
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
」は
必
要
な
防
災
用
品
を

選
択
で
き
る
と
い
う
点
で
よ

り
実
効
性
の
高
い
自
助
を
促

す
新
た
な
仕
組
み
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
他
自
治
体

の
先
行
事
例
や
実
施
状
況
も

参
考
に
し
な
が
ら
具
体
的
な

導
入
可
能
性
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
す
る
。（
総
務
部
長
）

※
こ
の
ほ
か
、
英
語
教
育
、

移
住
促
進
、
防
災
対
策
な

ど
市
民
生
活
向
上
の
た

め
、
６
つ
の
提
案
を
行
っ

た
。

九州のどまんなか宇土市は優しさどまんなか

公明党　中野 洋一　議員

令
和
６
年
度
熊
本
県
公
立
学
校
「
心
の

ア
ン
ケ
ー
ト
〜
楽
し
い
学
校
生
活
を
お

く
る
た
め
に
〜
」
の
結
果
に
つ
い
て

右折待ちでやむを得ず
赤信号を進む車両

優しさと思いやりで楽しい学校生活にしよう

防
災
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
導

入
に
つ
い
て
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一 質般 問

問  

網
田
地
区
の
島
山
は
、

御
輿
来
海
岸
を
眺
望
で
き
る

干
潟
景
勝
地
と
し
て
本
市
を

代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
当
エ
リ

ア
は
、
市
道
・
農
道
の
拡
幅

や
新
た
な
駐
車
場
・
ト
イ
レ

等
、
一
連
の
整
備
が
進
行
中

で
、
そ
の
整
備
の
中
心
付
近

に
戸
口
町
共
有
墓
地
が
存
在

す
る
。
昭
和
40
年
代
に
共
同

納
骨
堂
が
建
て
ら
れ
た
こ
と

で
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
納
骨

堂
に
遺
骨
を
移
し
、
今
で
は

誰
一
人
立
ち
入
る
こ
と
の
な

い
、
う
っ
そ
う
と
し
た
森
と

化
し
て
い
る
。
地
元

住
民
は
荒
れ
果
て
た

墓
地
の
現
状
を
憂
い

心
を
痛
め
、
で
き
る

な
ら
当
該
墓
地
を
有

効
活
用
す
る
こ
と
が

先
人
へ
の
供
養
に
つ

な
が
る
と
の
思
い
で

あ
る
。
前
述
の
一
連

の
整
備
が
進
め
ば
、

今
以
上
に
来
訪
者
が

増
え
、
新
た
な
駐
車

場
確
保
や
展
開
次
第

で
は
更
な
る
土
地
の

確
保
が
必
要
と
な
る
。

　

当
該
墓
地
は
旧
戸
口
浦
村

所
有
で
あ
り
市
に
帰
属
す
る

可
能
性
は
極
め
て
高
く
、
加

え
て
風
光
明
媚
な
島
山
の
頂

上
に
位
置
し
３
千
㎡
を
超
え

る
物
件
で
あ
る
。
適
正
な
無

縁
墓
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

是
非
と
も
利
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

答  

墓
地
の
状
況
、
帰
属
に

つ
い
て
確
認
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
墓

地
と
い
う
性
質
上
、
遺
族
や

地
元
住
民
の
意
向
を
十
分
把

握
し
た
上
で
、
慎
重
に
今
後

の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
す
る
。

（
市
長
）

戸口町共有墓地の有効活用を市長に提言 ！

無所属　佐美三 洋　議員

戸
口
町
共
有
墓
地
の
有
効

利
用
・
活
用
策
に
つ
い
て

整備が進む戸口町共有墓地（朱色部分）周辺

議会ライブ配信のお知らせ

　宇土市議会では、インターネット上で生の議会が視
聴できる議会ライブ配信を開始しました。「なかなか
議場に来る時間がない！、病気で外出ができない！」
など、様々な事情で議場での傍聴ができなかった方は
必見です。

※ライブ配信（外部サイト：YouTube）は、本会議開会中のみ実施しています。
※公開されている映像及び音声は、本市議会の正式な記録ではありません。
※機器の故障等により、配信ができない場合や途中で中断される場合があります。
※Wi-Fi や有線 LANを使用せずに視聴する場合は、データ通信料にご注意ください。
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員委 報会 告

《
議
案
関
連
》

宇
土
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

手
続
等
に
関
す
る
条
例
の一
部
改
正

問　

公
募
に
よ
ら
ず
、
特
例
で
現
在
の
指
定
管

理
者
を
選
定
で
き
る
規
定
を
追
加
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

答　

例
え
ば
老
朽
化
が
激
し
く
、
大
規
模
改
修

を
行
う
必
要
が
あ
る
施
設
が
、
指
定
管
理
者
の

更
新
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
指
定
管
理
を
請
け

負
っ
て
間
も
な
く
改
修
の
た
め
営
業
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
、

事
業
者
に
損
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
施
設
の
事

情
を
把
握
し
て
い
る
現
在
の
指
定
管
理
者
に
、

そ
の
改
修
の
期
間
ま
で
は
延
長
で
き
る
措
置
が

と
れ
る
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
７
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

問　

納
税
通
知
書
等
発
送
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
、
納
税
通
知
書
等
の
印
刷
製
本
な
ど
の
業

務
を
令
和
８
年
度
か
ら
委
託
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
れ
は
外
部
の
事
業
者
に
委
託
す
る
と
い

う
こ
と
か
。

答　

印
刷
、
製
本
、
封
入
封
か
ん
ま
で
一
括
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
に
対
し
て
委
託

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

外
部
の
事
業
者
が
納
税
通
知
書
と
い
う
個

人
情
報
を
扱
う
こ
と
に
な
る
が
、
問
題
は
な
い

か
。

答　

他
市
町
で
も
既
に
同
様
に
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー

ク
を
取
得
し
た
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
持
つ
事

業
者
に
委
託
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
新
型
受
信
機
更
新
事
業
に
つ

い
て
、
こ
の
受
信
機
は
何
年
か
に
１
度
更
新
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答　

国
が
機
器
を
更
新
す
る
と
き
仕
様
書
を
作

成
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
10
年
に
１
度
程
度

の
更
新
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
更
新
で
第
三

世
代
と
な
る
。

問　

こ
の
次
は
10
年
後
の
更
新
に
な
る
の
か
。

答　

基
本
は
10
年
程
度
だ
が
、
国
が
第
四
世
代

に
更
新
す
る
際
は
、
合
わ
せ
て
更
新
す
る
必
要

が
あ
り
、
期
間
が
短
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

《
議
案
以
外
》

基
金
の
運
用

問　

近
頃
は
国
債
の
購
入
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　

今
年
度
は
ま
だ
購
入
し
て
い
な
い
。
公
金

管
理
運
用
検
討
委
員
会
を
開
催
す
る
た
め
、
そ

こ
で
協
議
し
て
い
く
。

問　

現
在
利
率
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
ぜ
ひ

購
入
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答　

一
時
的
な
資
金
不
足
を
解
消
す
る
た
め
繰

替
運
用（
※
）を
行
う
場
合
も
あ
り
、
実
施
す
る

時
期
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

※
繰
替
運
用
・
・
・
基
金
残
高
の
一
部
を
一
時

的
に
貸
し
付
け
る
形
で
地
方
公
共
団
体
内
で

の
資
金
融
通
に
活
用
す
る
こ
と
。

《
議
案
関
連
》

令
和
７
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

問　

住
吉
地
区
埋
立
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
事

業
主
体
が
熊
本
県
を
含
む
４
つ
の
自
治
体
か
ら

宇
土
市
へ
変
更
と
な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

う
い
っ
た
経
緯
か
。

答　

４
自
治
体
の
共
同
事
業
と
い
う
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
が
、
当
初
、
補
助
金
申
請
を
４
自

治
体
そ
れ
ぞ
れ
で
行
う
予
定
が
、
水
産
庁
か
ら

の
指
導
に
よ
り
、
本
市
の
み
で
一
本
化
し
て
、

行
う
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問　

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

答　

他
の
３
自
治
体
を
経
由
し
な
い
た
め
、
補

助
金
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

令
和
7
年
度
宇
土
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

問　

衛
星
画
像
に
よ
り
、
水
道
管
の
漏
水
の
可

能
性
が
あ
る
箇
所
が
分
か
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
く
ら
い
の
精
度
な
の
か
。

答　

衛
星
画
像
の
AI
解
析
に
よ
り
漏
水
疑
い
箇

所
を
絞
り
込
む
こ
と
で
、
効
率
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
効
率
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
、
最
先
端
技
術
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
た
、
人
に
よ
る
調
査
と
の
両
方
に
よ

る
調
査
を
お
願
い
し
た
い
。

《
議
案
以
外
》

松
原
排
水
機
場
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　

松
原
排
水
機
場
の
整
備
完
了
が
令
和
10
年

度
末
ま
で
伸
び
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

工
事
箇
所
が
軟
弱
地
盤
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、
新
た
に
、
転
石
や
湧
水
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
対
策
工
事
や
建
物
工
事
等
の
同
時
施
工
が
難

し
い
た
め
、
工
期
が
大
幅
に
伸
び
た
。

問　

軟
弱
地
盤
で
あ
る
の
は
当
初
か
ら
わ
か
っ

て
い
た
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

答　

事
前
に
調
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
想
定
以

上
で
あ
っ
た
た
め
。

Ｊアラート受信機

今年度から整備が開始される走潟地区かわまちづくり事業（関連記事 P6）

総
務
市
民
常
任
委
員
会

総
務
部
・
企
画
財
政
部
・
市
民
環
境
部

行
政
委
員
会
な
ど
を
所
管

委
員
長　

中
口　

俊
宏　

副
委
員
長　

浦
本　

晴
美

委　
　

員　

山
村　

保
夫　

藤
井　

慶
峰

　
　
　
　
　

野
口　

修
一　

柴
田　

正
樹

経
済
建
設
常
任
委
員
会

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

委
員
長　

佐
美
三　

洋

副
委
員
長　

土
黒　

功
司

委　
　

員　

福
田　

慧
一　

村
田　

宣
雄

　
　
　
　
　

西
田　

和
徳　

中
野　

洋
一
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員委 報会 告

《
議
案
関
連
》

宇
土
市
健
康
福
祉
館
条
例
の一
部
改
正

問　

あ
じ
さ
い
の
湯
の
入
館
料
を
見
直
す
こ
と

で
、
年
間
で
ど
の
く
ら
い
の
売
上
増
を
見
込
ん

で
い
る
か
。

答　

値
上
げ
に
よ
り
来
場
者
数
が
減
少
す
る
こ

と
も
考
慮
し
て
、
年
間
で
お
よ
そ
１
６
０
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

施
行
日
が
来
年
の
１
月
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
何
か
。

答　

利
用
者
に
対
し
て
の
周
知
期
間
を
確
保
す

る
た
め
で
あ
る
。

令
和
７
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

問　

網
田
焼
の
里
資
料
館
及
び
市
民
会
館
の
指

定
管
理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
選
定
基
準
を

想
定
し
て
い
る
か
。

答　

例
え
ば
、
住
民
の
平
等
な
利
用
を
確
保
で

き
る
か
、
施
設
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
か
、
必
要
な
人
員
や
財
政
的
基
盤
を
有
す
る

か
等
、
施
設
の
性
格
や
設
置
目
的
、
地
域
性
を

踏
ま
え
て
設
定
す
る
。

問　

５
年
間
の
指
定
管
理
料
の
基
礎
と
な
る
債

務
負
担
行
為
の
限
度
額
は
、
ど
の
よ
う
に
算
定

し
て
い
る
の
か
。

答　

過
去
数
年
間
の
売
上
や
必
要
経
費
の
平
均

に
、
昨
今
の
物
価
や
人
件
費
等
の
上
昇
を
考
慮

し
て
算
出
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
宇
土
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

問　

介
護
認
定
支
援
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
移
行

に
伴
う
宇
城
広
域
連
合
負
担
金
の
増
額
に
つ
い

て
、
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な

恩
恵
が
得
ら
れ
る
の
か
。

答　

国
が
構
築
す
る
介
護
情
報
基
盤
と
連
携
す

る
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
、
自
治
体
や
各
事
業

所
等
が
持
つ
介
護
情
報
等
を
共
有
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
事
務
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
し
て
自
己
の
介

護
情
報
を
確
認
で
き
る
等
、
利
用
者
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）事
務
を
効
率
化
し
つ
つ
、
正

確
で
公
平
な
介
護
認
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
努

め
て
ほ
し
い
。

《
議
案
以
外
》

旧
田
中
会
館
裏
の
緑
地
帯
に
つ
い
て

問　

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
見

受
け
ら
れ
る
の
で
、
整
地
し
て
運
動
公
園
の
駐

車
場
に
す
る
等
、
他
の
利
用
は
検
討
で
き
な
い

か
。

答　

関
係
す
る
制
度
を
確
認
し
、
制
限
等
が
な

け
れ
ば
検
討
す
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）多
目
的
市
民
交
流
施
設
と

併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
施
設
周

辺
一
帯
の
変
化
を
一
気
に
体
感
で
き
る
と
思

う
。

《
執
行
部
か
ら
の
説
明
》

熊
本
宇
土
道
路

◎
令
和
７
年
度
当
初
予
算
２
億
円（
前
年
度
と
同
額
）

◎
用
地
進
捗
率
約
99
％（
前
回
同
様
）

◎
事
業
進
捗
率
約
37
％（
前
年
度
比
1
ポ
イ
ン
ト
増
）

◎
令
和
７
年
度
実
施
事
業

　

・
海
路
口
地
区
取
得
用
地
管
理
工
事

　

・
城
塚
地
区
取
得
用
地
管
理
工
事

　
【
令
和
６
年
度
繰
越
事
業
・
調
査
設
計
】

・
令
和
６
・
７
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
工
事
監
督
支
援
業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
測
量（
そ
の
７
）業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
調
査
設
計
業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
軟
弱
地
盤
解
析
検
討

業
務（
契
約
締
結
）

　
【
令
和
７
年
度
事
業
・
調
査
設
計
】

・
令
和
７
年
度
宇
土
道
路
外
水
文
調
査
業
務（
契
約
締
結
）

宇
土
道
路

◎
令
和
７
年
度
当
初
予
算
39
億
円（
前
年
度
と
同
額
）

◎
用
地
進
捗
率
約
99
％（
前
年
度
比
1
ポ
イ
ン
ト
増
）

◎
事
業
進
捗
率
約
57
％（
前
年
度
比
12
ポ
イ
ン
ト
増
）

◎
令
和
７
年
度
実
施
事
業

・
網
津
地
区
用
地
買
収

・
支
障
物
件
移
設
補
償

・
網
津
長
浜
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手　

等

　
【
令
和
６
年
度
繰
越
事
業
・
調
査
設
計
】

・
令
和
６
・
７
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
工
事
監
督
支
援
業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
測
量（
そ
の
７
）業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
調
査
設
計
業
務

・
令
和
６
年
度
宇
土
道
路
裁
決
申
請
図
書
作
成
等
業
務

（
工
期
延
長
）

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
軟
弱
地
盤
解
析
検
討

業
務（
契
約
締
結
）

　
　

◆
熊
本
宇
土
道
路
の
も
の
と
同
様

　
【
令
和
６
年
度
繰
越
事
業
・
工
事
】

・
熊
本
57
号
上
網
田
地
区
５
号
函
渠
工
事

・
熊
本
57
号
網
津
地
区
４
号
函
渠
１
期
工
事

・
熊
本
57
号
長
浜
地
区
改
良
３
期
工
事

・
熊
本
57
号
割
井
川
橋
Ｐ
１
橋
脚
設
置
工
事

・
熊
本
57
号
平
原
地
区
２
号
函
渠
工
事
ほ
か
６
件（
契
約
締
結
）

　
【
Ｊ
Ｒ
委
託
・
工
事
】

・
三
角
線
緑
川
・
住
吉
間
５
Ｋ
６
２
０
付
近
跨
線
橋
新
設

工
事（
工
期
延
長
）

　
【
令
和
７
年
度
事
業
・
調
査
設
計
】

・
令
和
７
年
度
宇
土
道
路
外
水
文
調
査
業
務（
契
約
締
結
）

　
　

◆
熊
本
宇
土
道
路
の
も
の
と
同
様

宇
土
三
角
道
路

◎
令
和
７
年
度
当
初
予
算
１
・
２
億
円（
前
年
度
当
初
よ
り

２
千
万
円
増
）

◎
用
地
進
捗
率
約
1
％（
前
回
同
様
）

◎
事
業
進
捗
率
約
1
％（
前
回
同
様
）

◎
令
和
７
年
度
実
施
事
業

　

・
三
角
地
区
ほ
か
用
地
買
収

　

・
支
障
物
件
移
設
補
償　

等

　
【
令
和
６
年
度
繰
越
事
業
・
調
査
設
計
】

・
令
和
６
・
７
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
工
事
監
督
支
援
業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
測
量（
そ
の
７
）業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
調
査
設
計
業
務

・
令
和
６
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
軟
弱
地
盤
解
析
検
討

業
務（
契
約
締
結
）

　
　

◆
熊
本
宇
土
道
路
・
宇
土
道
路
の
も
の
と
同
様

　
【
令
和
７
年
度
事
業
・
調
査
設
計
】

・
令
和
７
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
地
質
調
査（
そ
の
６

〜
そ
の
８
）業
務（
入
札
公
告
）

　
　

◆
網
田
・
郡
浦
間
の
ト
ン
ネ
ル
地
質
調
査

・
令
和
７
年
度
熊
本
天
草
幹
線
道
路
水
文
調
査
地
質
解
析

業
務（
入
札
公
告
）

◆
事
業
に
伴
う
地
下
水
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
に
水
文
調

査
を
実
施
し
、
水
理
地
質
構
造
の
解
析
検
討
を
行
う
業
務

《
主
な
質
疑
》

問　

委
員
会
資
料
の
用
地
進
捗
率
と
は
、
用
地
取
得
進
捗
率
と

い
う
意
味
か
。
ま
た
、
事
業
進
捗
率
は
、
何
を
分
母
、
分
子
と

し
て
事
業
進
捗
と
し
て
い
る
の
か
。

答　

用
地
取
得
の
進
捗
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
進

捗
率
に
つ
い
て
は
、
総
事
業
費
に
対
す
る
予
算
執
行
さ
れ
た
割

合
で
あ
る
。

問　

予
算
ベ
ー
ス
の
執
行
率
だ
と
進
捗
を
表
す
の
が
あ
い
ま
い

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
舗
装
率
な
ど
具
体

的
に
体
感
で
き
る
数
値
で
表
せ
な
い
か
。

答　

高
規
格
道
路
の
よ
う
に
大
規
模
な
工
事
で
は
、
橋
梁
や
ト

ン
ネ
ル
、
盛
土
、
切
土
な
ど
、
道
路
の
土
台
と
な
る
も
の
を
そ

れ
ぞ
れ
施
工
し
、
最
後
に
舗
装
工
事
を
行
っ
て
い
く
。
そ
の
た

め
、
予
算
ベ
ー
ス
以
外
の
表
現
が
難
し
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）事
業
進
捗
率
の
ま
ま
だ
と
誤
解
を
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
予
算
の
執
行
率
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ

う
な
表
記
に
し
て
は
ど
う
か
。

旧田中会館裏の緑地帯

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管

委
員
長　

園
田　

茂　

副
委
員
長　

杉
本　

寛

委　
　

員　

樫
﨑　

政
治　
　

宮
原　

雄
一

　
　
　
　
　

今
中　

真
之
助　

小
崎　

憲
一

地
域
高
規
格
道
路
促
進

等
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長　

宮
原　

雄
一

副
委
員
長　

小
崎　

憲
一

委　
　

員　

村
田　

宣
雄　

野
口　

修
一

　
　
　
　
　

西
田　

和
徳　

今
中　

真
之
助

　
　
　
　
　

佐
美
三　

洋　

浦
本　

晴
美

　
　
　
　
　

土
黒　

功
司

13 令和７年８月１日



員委 報会 告

交通問題対策議員連盟
全国交通安全運動・
街頭キャンペーン

　春の全国交通安全運動（４月６日～４月15日）
に伴い、「交通事故死ゼロを目指す日」の４月10
日（木）に、宇土市民会館前で雨の中街頭キャン
ペーンが行われました。
　市議会の交通問題対策議員連盟も街頭キャン
ペーンに参加し、道行くドライバーに交通安全を
呼びかけました。

《
本
委
員
会
に
つ
い
て
》

　

令
和
６
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
９
名
の

委
員
で
設
置
さ
れ
、
本
委
員
会
の
前
身
と
な
る

議
会
改
革
検
討
会
の
目
的
を
引
き
継
ぎ
、「
議

員
定
数
」、「
議
員
報
酬
」、「
費
用
弁
償
」、「
選

挙
運
動
費
用
に
対
す
る
公
費
負
担
」及
び「
女
性

議
員
が
増
え
る
た
め
の
取
組
」と
い
っ
た
五
つ

の
テ
ー
マ
を
主
と
す
る
議
会
改
革
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
適
正
な
判
断
を
行
う
た
め
、
さ

ら
な
る
調
査
・
研
究
に
取
り
組
む
。

第
３
回
委
員
会

・
議
員
報
酬
及
び
選
挙
運
動
費
用
に
対
す
る
公

費
負
担
並
び
に
市
民
等
か
ら
の
意
見
聴
取
の

実
施
な
ど
に
つ
い
て
協
議

【
議
員
報
酬
の
額
の
見
直
し
】

（
委
員
か
ら
意
見
）宇
土
市
の
議
員
報
酬
は
、
類

似
人
口
市
と
比
較
し
て
極
端
に
低
い
わ
け
で
は

な
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）物
価
が
上
昇
し
、
生
活
に
苦

し
む
市
民
が
多
い
中
、
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ

に
納
得
が
得
ら
れ
る
の
か
疑
問

（
委
員
か
ら
意
見
）議
員
専
業
で
活
動
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
若
い
世
代
が
議
員
を
目
指
せ
る

環
境
を
整
え
る
た
め
に
報
酬
を
増
額
す
べ
き
。

☝
協
議
結
果　

現
状
維
持
が
妥
当

【
議
員
定
数
見
直
し
】

・
議
員
報
酬
及
び
議
員
定
数
の
二
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
市
民
等
か
ら
の
意
見
聴
取
を
予

定
し
て
い
た
が
、「
事
前
に
本
委
員
会
の
意

見
を
ま
と
め
る
べ
き
」と
の
声
が
上
が
り
、

議
員
定
数
見
直
し
に
つ
い
て
も
協
議

（
委
員
か
ら
意
見
）議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
る

た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
定
数
を
引
き

下
げ
る
べ
き
。

（
委
員
か
ら
意
見
）女
性
議
員
や
若
い
議
員
を

増
や
す
こ
と
を
考
え
る
と
、
定
数
を
引
き
上
げ

た
方
が
よ
い
。

☝
協
議
結
果　

現
状
維
持
が
妥
当

【
市
民
等
か
ら
の
意
見
聴
取
】

☝
協
議
結
果　

議
員
報
酬
及
び
議
員
定
数
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
共
に
現
状
維
持
と
な
っ
た
た

め
実
施
し
な
い
。

【
選
挙
運
動
費
用
に
対
す
る
公
費
負
担
】

（
委
員
か
ら
意
見
）公
費
負
担
に
よ
り
、
立
候
補

に
対
す
る
敷
居
を
下
げ
る
べ
き
。

（
委
員
か
ら
意
見
）公
費
負
担
を
導
入
す
る
際

は
、
限
度
額
を
設
け
、
過
剰
な
支
出
を
抑
え
る

べ
き
。

☝
協
議
結
果　

選
挙
運
動
費
用
に
対
す
る
公
費

負
担
を
導
入
す
る
こ
と
を
市
長
及
び
選
挙
管
理

委
員
会
に
要
望
す
る
。

第
４
回
委
員
会

・
選
挙
運
動
費
用
に
対
す
る
公
費
負
担
を
要
望

す
る
に
当
た
り
、
具
体
的
な
要
望
内
容
に
つ

い
て
協
議

☝
協
議
結
果　

公
費
負
担
と
な
っ
た
場
合
の
手

続
の
流
れ
や
そ
の
対
象
と
な
る
費
用
等
に
つ
い

て
等
、
更
な
る
情
報
収
集
が
必
要
で
あ
る
と
の

判
断
か
ら
、
次
回
委
員
会
に
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
職
員
の
出
席
と
説
明
を
求
め
、
引
き
続

き
協
議
を
行
う
。

有志の会　
教育長へ要望書を
提出

　6月20日（金）に、有志議員でつくる宇土市
政治・政策研究会「有志の会」の議員が、教育
長へ要望書を提出しました。
　この要望書は、宇土市立網田・住吉・鶴城
中学校に訪問し、現地視察及び意見交換を
行った上で、各中学校の教育環境整備に関す
る取組を求めるものです。

〔宇土市政治・政策研究会「有志の会」〕
中口　俊宏議員／野口　修一議員／西田　和徳議員
藤井　慶峰議員／園田　茂議員／今中　真之助議員
小崎　憲一議員／佐美三　洋議員／杉本　寛議員

〔交通問題対策議員連盟〕
中口　俊宏議員／西田　和徳議員／杉本　寛議員
藤井　慶峰議員／野口　修一議員／園田　茂議員
今中　真之助議員／小崎　憲一議員／佐美三　洋議員

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　

藤
井　

慶
峰

副
委
員
長　

樫
﨑　

政
治

委　
　

員　

福
田　

慧
一　

山
村　

保
夫

　
　
　
　
　

中
口　

俊
宏　

今
中　

真
之
助

　
　
　
　
　

佐
美
三　

洋　

浦
本　

晴
美

　
　
　
　
　

杉
本　

寛
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令和７年６月宇土市議会定例会議決結果一覧（６月 16日・７月１日議決）

全員賛成の議案等
提出者 番号 件　　　名 議決の結果
市長 第46号 財産の取得について 可　決
市長 第47号 宇土市固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同　意

賛否のわかれた議案等

提
出
者

会　派　名
議　員　名

件　　　名

議
決
結
果

表決数
賛成－反対

六政会 宇土市政研「志」 風
宮
原　

雄
一

山
村　

保
夫

杉
本　
　

寛

今
中
真
之
助

西
田　

和
徳

土
黒　

功
司

浦
本　

晴
美

中
野　

洋
一

佐
美
三　

洋

小
崎　

憲
一

園
田　
　

茂

柴
田　

正
樹

樫
﨑　

政
治

野
口　

修
一

中
口　

俊
宏

藤
井　

慶
峰

村
田　

宣
雄

福
田　

慧
一

市
長 第４８号

専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第３号　令和６年度宇土市一般会計補正予算（第９号）に

ついて
承認 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第４９号 専決処分の報告及び承認を求めることについて

専決第６号　宇土市税条例の一部を改正する条例について 承認 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第５０号

専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第７号　宇土市国民健康保険税条例の一部を改正する条

例について
承認 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第５１号

専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第８号　宇土市税特別措置条例の一部を改正する条例につ

いて
承認 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第５２号 専決処分の報告及び承認を求めることについて

　専決第９号　宇土市固定資産評価員の選任について 承認 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第５３号 宇土市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の

一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第５４号 宇土市税条例の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第５５号 宇土市債権管理条例の制定について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第５６号 宇土市健康福祉館条例の一部を改正する条例について 可決 15-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ 退

市
長 第５７号 宇土市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第５８号 宇土市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第５９号 令和７年度　準用河川船場川（南段原工区）改修工事請負契約の

締結について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第６０号 令和７年度宇土市一般会計補正予算（第１号）について 可決 14-2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ● ○ ○

市
長 第６１号 令和７年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第６２号 令和７年度宇土市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第６３号 令和７年度宇土市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

市
長 第６４号 令和７年度宇土市水道事業会計補正予算（第１号）について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

陳情第１号「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書
継続
審査 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ － ○ ○ ○ ○

※○＝賛成又は採択、●＝反対又は不採択、欠＝欠席、退＝退席、除＝除斥
※議長職の野口修一議員は、可否同数の場合のみ裁決するため、「－」と表示しています。

報告
報告番号 件　　　名
第３号 令和６年度宇土市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
第４号 令和６年度宇土市水道事業会計予算繰越計算書の報告について
第５号 令和６年度宇土市下水道事業会計予算繰越計算書の報告について
第６号 宇土市土地開発公社の経営状況の報告について
第７号 専決処分の報告について　専決第４号　損害賠償額の決定について
第８号 専決処分の報告について　専決第５号　損害賠償額の決定について
第９号 専決処分の報告について　専決第10号　損害賠償額の決定について

15 令和７年８月１日



印刷 /株式会社協和印刷

市議会議員表彰
　令和 7年 6月定例会の開会日冒頭に、本会議場において、表彰状及び感謝状の伝達が行わ
れました。
　内容は、全国市議会議長会会長から、宮原雄一議員、園田茂議員、西田和徳議員及び今中
真之助議員に市議会議員として在職 10年の表彰状、藤井慶峰前議長及び野口修一議長に全
国市議会議長会令和６年度「社会的な孤独・孤立問題に関する特別委員会」委員として在任
の感謝状を授与されたものです。

行政視察受入状況（令和７年４月～６月）
視察日 視察者及び団体名 調査事項

5月14日 兵庫県
南あわじ市議会 ・防災対策について

令和７年９月　定例会会期日程
　９月定例会の日程は、市議会ホームページを御覧になるか、議会
事務局までお問い合わせください。広報うと９月号にも掲載します。

　今回、3月に新しく広報委員会を組織し、特集記事
を取り入れたり議会活動を今までよりも詳しく紹介し
たりと市民の方に親しみやすい内容にしました。ペー
ジ数に限りがあることから一般質問の掲載は1人半ペー
ジ（これまでは1ページ）とし、詳細はYouTube動画で
視聴できるようQRコードを掲載しました。
　今回の特集記事は中学生との意見交換となりました
が、次回はまた別の企画に挑戦します。お楽しみに！
広報委員
　委員長／今中 真之助　筆頭副委員長／中口 俊宏
副委員長／園田 　茂　佐美三 洋

　委　員／樫﨑 政治　西田 和徳　浦本 晴美
　　　　　中野 洋一　杉本　 寛　土黒 功司

編 後集 記

議会を傍聴しませんか
　市議会では市民の皆さんの生活に密着した問題が審議
されています。身近な市政を知るために、是非一度傍聴
してみませんか。

◇本会議の傍聴席の定員は50人です。
◇委員会の傍聴席の定員は5人です。内容等により傍聴を
制限する場合がありますので御了承ください。

◇原則として、本会議、委員会は午前10時開会ですが、
議事の都合で変更する場合があります。

◇傍聴の際は、注意事項をお守りください。

市議会からのお知らせ
　市議会のホームページで、本会議（定例会・
臨時会）の会議録を公開しています。
［アドレス］https://www.city.uto.lg.jp/
　本会本会議の会議録（冊子）は、市情報公開コーナー、
市立図書館で閲覧できます。
　なお、令和７年６月定例会の会議録は、令和７年９月
定例会以降に閲覧可能です。
［お問合せ］市議会事務局 0964-22-1111 内線234

前列左から　宮原 雄一議員、園田 茂議員、西田 和徳議員、今中 真之助議員
後列左から　野口 修一議長、藤井 慶峰前議長
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